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一 般 会 計 決 算 内 訳

歳入

歳入
537.3億

円

国庫支出金
73億9,374万円

（13.8%）

市　税
198億7,525万円

（37.0%）

地方交付税
61億5,090万円

（11.4%）

県支出金
37億3,357万円

（6.9%）
諸収入
41億4,154万円

（7.7%）
市　債
43億2,660万円

（8.1%）

地方消費税交付金
27億8,801万円

（5.2%）

使用料及び手数料
14億4,039万円

（2.7%）

その他
38億7,623万円

（7.2%）

歳出

土木費
69億2,141万円

（13.3%）

民生費
201億3,908万円

（38.6%）

教育費
52億8,950万円

（10.1%）

公債費
49億3,316万円

（9.5%）

総務費
44億7,210万円

（8.6%）

商工費
44億5,645万円

（8.5%）

衛生費
34億4,657万円

（6.6%）

消防費
16億2,333万円

（3.1%）

その他
9億111万円

（1.7%）

特 別 会 計 決 算 額
会　　計　　名 歳　　入 歳　　出

介護保険（保険事業勘定） 123億8,697万円 120億1,003万円

国民健康保険（事業勘定） 192億2,809万円 186億3,661万円

後 期 高 齢 者 医 療 16億8,979万円 16億8,573万円

太 陽 光 発 電 事 業 5,986万円 5,510万円

公設地方卸売市場事業 1億1,882万円 1億1,882万円

農 業 集 落 排 水 事 業 2,023万円 2,023万円

公 共 下 水 道 事 業 56億6,325万円 55億5,741万円

堀里ニュータウン下水処理事業 1,433万円 1,251万円

　

市
の
平
成
29
年
度
決
算
が
ま
と
ま

り
、
９
月
に
開
か
れ
た
市
議
会
で
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
で
は
前

年
度
決
算
対
比
で
歳
入
、
歳
出
と
も

に
１
・
４
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

実
質
収
支
額
は
12
億
５
７
３
万
円

の
黒
字
で
、
５
億
円
を
財
政
調
整
基

金
に
、
１
億
１
千
万
円
を
減
債
基
金

に
積
み
立
て
、
残
り
を
翌
年
度
繰
越

金
と
し
ま
し
た
。

　

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
判
断
比

率
も
、
国
の
定
め
る
基
準
を
下
回
り
、

財
政
状
況
は
健
全
で
あ
る
と
い
う
結

果
が
出
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
後
は
公
共
施
設
の
老

朽
化
対
策
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
た
め
、
よ
り
厳
し
い
財
政
状
況

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
健
全
な
財
政
運

営
が
維
持
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

537億2,623万円
前年度対比 +7 億 5,932 万円、+1.4％歳出 521億8,271万円

前年度対比 +7 億 3,197 万円、+1.4％

決算
平成２９年度

一般会計歳出合計は
521 億 8,271 万円

財政課・☎⑳２１０６

民 生 費13万8,618円

土 木 費 4万7,640円

公 債 費 3万3,955円

総 務 費 3万0,782円

衛 生 費 2万3,723円

教 育 費 3万6,408円

商 工 費 3万0,674円

消防費 1万7,375円ほか

市民 1 人当たりの額（一般会計）

521.8億
円

※公設地方卸売市場事業は３０年１月４日付で廃止。

１人当たりが
負担した額（市税）

￥

１人当たりに
使われた額

￥

13万6,802円

35万9,175円

※差額の22万2,373円は、国・県の補助金や
地方交付税などでまかなわれています。

１人当たりの
歳 出 内 訳
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▶実質赤字比率＝一般会計などの赤
　字が経常的な収入に占める割合
▶連結実質赤字比率＝すべての会計
　の赤字が経常的な収入に占める割合
▶実質公債費比率＝地方債（国や銀
　行などからの借入金）の返済額が経
　常的な収入に占める割合
▶将来負担比率＝将来負担すること
　になっている負債額が経常的な収入
　に占める割合
▶資金不足比率＝各公営企業の資金
　不足額が受託収益を除いた営業収益
　に占める割合

実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

資金不足比率

財政悪化財政健全
財政再生基準
（赤  信  号）

早期健全化基準
（黄 色 信 号）

11.84％

16.84％

25％

350％

20％
経
営
悪
化

赤字なし

赤字なし

7.2％ 前年度
6.3％

実質的負担なし 前年度
なし

資金不足なし

足利市の
指　標

経営健全化基準（黄色信号）

※資金不足比率の対象は太陽光発電事業、公設地方卸売市場事業、農
　業集落排水事業、公共下水道事業、水道事業、工業用水道事業です。

財
政
悪
化

０％

０％

連結実質赤字比率

健 全 化
判断比率

　２９年度決算を基に『財政健全化法』の規定による財政の健全化度を算定しました。本市ではいずれ
の指標とも国の基準を下回り、財政状況は健全であるという結果が出ました。

前年度
なし

前年度
なし

前年度
なし

20％

30％

35％

健全化判断比率・資金不足比率

平成29年度に取り組んだ主な事業

▲４月１日に開業したあしかがフラ
　ワーパーク駅

▲一部で操業が始まったあがた駅南
　産業団地

▲東分署に配備された水槽付消防ポ
　ンプ自動車

▼６月１日にオープンした人工芝運動場『あしスタ』

▶結婚・子育て・学びあいプロジェクト
〇子育て支援コーディネーターの設置 296万円
〇母子保健コーディネーターの設置など862万円
〇不妊・不育症治療費の助成 1,387万円
▶元気なしごとづくりプロジェクト
〇あがた駅南産業団地の開発 5億2,635万円
▶まちの魅力発信プロジェクト
〇地域おこし協力隊の活動費など 695万円
〇シティプロモーションの推進 1,863万円
〇夜景サミットの開催や夜景による
　観光資源の開発など 1,100万円
〇足利市空家等対策計画の策定など 180万円
▶映像のまち構想プロジェクト
〇ロケーション補助、あしかが映像まつり、
　旧足利西高校の改修など 2,436万円
▶スマートウェルネスシティプロジェクト
〇ウォーキングによる健康づくりの普及啓発
　 160万円
〇朝倉福富緑地の整備 9,443万円

▶公共施設の最適化プロジェクト
〇新焼却施設などの整備関連費用 42万円
〇消防本部庁舎などの建設に伴う測量費 41万円
〇若草町市営住宅跡地売却のための整備費用
　 182万円
▶その他（地方創生総合戦略事業など）
〇新駅整備事業費負担金、新駅周辺の整備など
　 4億5,428万円
〇救急自動車、水槽付消防ポンプ自動車
　などの購入 9,620万円
〇人工芝運動場『あしスタ』の整備  2億1,640万円


